
                                    

                                    

                                    

                                    

第 213号 

平成 29年 4月 1日 

宇都宮市立 

中央図書館 

東図書館 

南図書館 

上河内図書館 

河内図書館 

第

号
の
主
な
記
事 

１
面 

Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
を
楽
し
む
コ
ン
サ
ー
ト
・
読
書
生
活 

２
面 

Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
を
楽
し
む
コ
ン
サ
ー
ト
・ 

 
 
 

東
図
書
館
展
示
コ
ー
ナ
ー
・
予
約
ベ
ス
ト

 

３
面 

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
あ
れ
こ
れ
・
調
べ
方
の
ツ
ボ 

４
面 

し
せ
つ
め
ぐ
り
：
第
１
回 

栃
木
県
立
文
書
館 

清流読書会代表 

阿久津節子 

 

清
流
読
書
会
が
平
成

年
に
発
足
し
、

入
会
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
毎
月
１
回
清

原
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
に
集
い
、
テ
キ
ス
ト

本
の
読
後
感
想
、
そ
の
他
様
々
な
話
し
合
い

を
し
て
い
ま
す
。 

 

読
書
会
に
は
、
一
人
の
読
書
と
は
違
う
魅

力
が
あ
り
、
読
ん
だ
本
の
感
想
を
仲
間
と
共

有
す
る
こ
と
で
、
人
と
読
む
楽
し
さ
や
奥
深

さ
を
感
じ
ま
す
。
共
感
だ
け
で
な
く
違
う
意

見
も
楽
し
く
、
た
い
へ
ん
参
考
に
な
り
、
相

手
の
考
え
を
理
解
す
る
と
共
に
、
自
分
を
知

っ
て
も
ら
う
チ
ャ
ン
ス
に
も
な
り
ま
す
。
図

書
情
報
を
紹
介
さ
れ
る
と
、
こ
れ
ま
で
読
ま

な
か
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
に
挑
戦
す
る
良
い
機

会
に
な
り
ま
す
。 

 

読
書
で
得
ら
れ
る
効
果
は
、
た
く
さ
ん
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
知
識
や
表
現
力
を
深

め
、
本
が
心
を
癒
し
、
明
日
へ
の
活
力
を
与

え
て
く
れ
る
な
ど
実
感
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
会
員
同
士
の
絆
を
大
切
に
し
、
読
書

を
通
じ
て
本
の
世
界
を
楽
し
み
語
り
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

読
書
会
の
魅
力 

ＪＡＺＺを楽しむコンサート 

ＪＡＺＺ ＬＩＶＥ 

２０１７ 
 

↑ うつのみやジュニアジャズオーケストラ 

 

↑ 

ザ
・
ム
ー
ン 

↑ 

カ
レ
ン
ジ
ュ
ラ
・
ミ
ッ
ク
ス 



                                    

                                    

                                    

                                    

順位 タイトル 著者名 出版社 

１ コンビニ人間 村田沙耶香 文藝春秋 

２ 危険なビーナス 東野圭吾 講談社 

３ 蜜蜂と遠雷 恩田陸 幻冬舎 

４ 火花 又吉直樹 文藝春秋 

５ 恋のゴンドラ 東野圭吾 実業之日本社 

６ 騎士団長殺し 第 1 部 顕れるイデア編 村上春樹 新潮社 

７ 羊と鋼の森 宮下奈都 文藝春秋 

８ 騎士団長殺し 第２部 移ろうメタファー編 村上春樹 新潮社 

９ コーヒーが冷めないうちに 川口俊和 サンマーク出版 

１０ 九十歳。何がめでたい 佐藤愛子 小学館 

 2 月 18 日（土）に、東図書館で毎回好評をいただいているジャズライブを開催しました。 

 会場は併設の東市民活動センターホールで、335 名の皆様にご来場いただきました。 

 今年は特に「市制 120 周年・市町合併 10周年」記念行事の一つとして行い、来場者には、市作成の記念グッズを 

お持ち帰りいただきました。 

新
た
な
発
見

展
示
コ
ー
ナ
ー 

 

東
図
書
館
で
は
、
様
々
な
テ
ー
マ
で
展
示
を

し
て
い
ま
す
。 

東
図
書
館
で
開
催
し
た
講
座
に
関
連
し
た
展

示
で
は
、
日
本
酒
や
宇
都
宮
ブ
リ
ッ
ツ
ェ
ン
に

関
す
る
品
々
の
ほ
か
、
宇
都
宮
大
学
と
の
連
携

講
座
の
際
に
は
、
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
ー
カ
ー
や
い

ち
ご
摘
み
ロ
ボ
ッ
ト
等
を
展
示
し
ま
し
た
。 

コ
ー
ナ
ー
紹
介
と
し
て
は
、「
う
つ
の
み
や
ブ

ラ
ン
ド
」
や
「
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
」
に
関
す
る
展

示
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
市
内
の
企
業
と
連
携
し
た
展
示
で
は
、 

Ｊ
Ｒ
九
州
の
豪
華
列
車
「
な
な
つ
星
」
の
ド
ア

ハ
ン
ド
ル
を
製
作
し
た
、
す
が
た
か
た
ち
社
の

木
製
品
を
展
示
す
る
な
ど
、
宇
都
宮
の
も
の
づ

く
り
企
業
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

 

今
後
も
、
様
々
な
テ
ー
マ
の
展
示
を
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
、
東
図
書
館
に
お
越
し
の
際
は
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

「すがたかたち」社の製品 

「フォーミュラーカー」 

平成 29年 3月 9日現在 

アンコールは、３つのバンド全員で盛り上がりました。 カレンジュラ・ミックス 

 中・高・大学生の 4人組で、 

音楽を楽しむ気持ちが伝わって

くる演奏でした。 

う
つ
の
み
や
ジ
ュ
ニ
ア･

ジ
ャ
ズ･

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ 

↑ 

 

小
学
生
か
ら
高
校
生
で
構
成
さ

れ
て
い
る
21
人
の
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド

で
す
。
観
客
を
魅
了
す
る
ほ
ど
の 

テ
ク
ニ
ッ
ク
で
し
た
。 ザ・ムーン 

 息の合った 4人の編成で、 

スタンダードから日本の童謡まで、

幅広く楽しませてくれました。 



フ
ァ
イ
ル 

：

 

 
 

       

                                    

                                    

                                    

                                    

こ
ど
も
の
本
と
の
出
会
い
を
お
手
伝
い
し
ま
す
！ 

南
図
書
館
：「
児
童
コ
ー
ナ
ー
」
編 

  
 

南
図
書
館
の
児
童
コ
ー
ナ
ー
は
南
側
に
面
し
た
場
所
に 

あ
り
、
窓
が
大
き
く
、
と
て
も
明
る
い
広
々
と
し
た
空
間
と
な
っ
て
い 

ま
す
。
本
の
広
場
１
階
部
分
の
お
よ
そ
半
分
を
占
め
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー 

に
は
、
絵
本
や
物
語
、
知
識
の
本
な
ど
、
約
８
万
冊
の
児
童
書
が
並
ん 

で
い
ま
す
。 

・
平
和
資
料
コ
ー
ナ
ー 

 

絵
本
や
物
語
だ
け
で
な
く
、
調
べ
物
に
活
用
で

き
る
資
料
も
置
い
て
い
ま
す
。 

・
手
話
つ
き
お
は
な
し
会 

毎
月
第
２
日
曜
日
の
幼
児
向
け
お
は
な
し
会
に

て
開
催
し
て
い
ま
す
。 

・
児
童
向
け
大
活
字
本 

 

通
常
の
２
．
５
倍
の
大
き
さ
の
文
字
を
使
用
し

て
い
る
児
童
書
で
、
視
力
の
弱
い
小
中
学
生
な

ど
の
読
書
に
向
い
て
い
ま
す
。 

 
 

 

 

 

 

 

 

実際に図書館で質問を受けた 

事例を紹介するコーナーです。 

調
べ
方 

 

日
本
の
統
計
を
調
べ
る
際
に
ま
ず
使
う
資
料
は
、『
日
本
統
計
年
鑑
』
で
す
。
こ
の
本
に

は
国
土
、
人
口
、
経
済
、
社
会
、
文
化
な
ど
広
い
範
囲
の
基
礎
的
な
統
計
デ
ー
タ
が
収
録

さ
れ
て
い
ま
す
。『
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ー
タ
検
索
事
典
』
は
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ー
タ
を
知
り
た
い
時
に
ど

の
資
料
を
見
れ
ば
良
い
か
を
知
る
た
め
の
資
料
で
す
。
巻
頭
に
は
統
計
情
報
を
調
べ
る
た
め

の
基
礎
知
識
、
巻
末
に
は
質
問
一
覧
・
索
引
が
あ
り
統
計
資
料
の
活
用
の
手
助
け
を
し
て

く
れ
ま
す
。『
余
暇
・
レ
ジ
ャ
ー
＆
観
光
総
合
統
計
』
は
隔
年
で
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
旅

行
・
観
光
業
界
な
ど
を
知
る
た
め
に
役
立
つ
デ
ー
タ
が
網
羅
さ
れ
て
い
ま
す
。
調
査
や
デ

ー
タ
が
図
表
化
さ
れ
て
い
て
大
変
見
や
す
い
資
料
で
す
。 

回
答 

『
日
本
統
計
年
鑑
』
第

章
「
運
輸
・
観
光
」
に
「
国
籍
別
訪
日
外
国
客
数
」
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。 

『
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ー
タ
検
索
事
典
』
Ｐ

～

に
「
観
光
・
旅
行
」
の
統
計
デ
ー
タ
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

『
余
暇
・
レ
ジ
ャ
ー
＆
観
光
総
合
統
計
』
第
５
章
「
観
光
に
関
す
る
デ
ー
タ
・
調
査
」
に

訪
日
外
国
人
の
消
費
動
向
の
調
査
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

参
考
文
献 

『
日
本
統
計
年
鑑
』
第

回
（
日
本
統
計
協
会 

年
） 

『
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ー
タ
検
索
事
典
』（
日
本
能
率
協
会 

年
） 

『
余
暇
・
レ
ジ
ャ
ー
＆
観
光
総
合
統
計
』（
三
冬
社 

年
） 

   
 

    
   

   
   

   
   

   
  

    
   

   
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
図
書
館
作
成 

 

 

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ロ
ビ
ー
か
ら
本
の
広
場
に
入

り
左
手
に
進
む
と
、
児
童
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま

す
。
家
事
や
育
児
に
関
す
る
本
を
置
い
て
い
る
家

庭
生
活
支
援
コ
ー
ナ
ー
と
隣
接
し
て
い
ま
す
。 

児
童
コ
ー
ナ
ー
は
、
手
前
か
ら
奥
に
向
か
っ
て

絵
本
や
知
識
の
本
、
日
本
や
外
国
の
物
語
の
本
の

順
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
南
側
の
窓
に

面
し
た
低
い
書
架
に
は
「
あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
」
の

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
歩
き
始
め
の
小
さ
な
お
子
さ

ん
も
自
由
に
手
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

コ
ー
ナ
ー
の
中
央

付
近
に
は
相
談
カ
ウ

ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

主
に
児
童
書
に
つ
い

て
の
所
蔵
調
査
や
読

書
相
談
な
ど
を
お
受

け
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
声
掛
け

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
利

用
者
用
の
検
索
機
が

コ
ー
ナ
ー
内
に
３
台

設
置
し
て
あ
り
ま
す
。 

児
童
コ
ー
ナ
ー
の
様
子 

☆
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
特
長
で
す
！ 

ほ
か
の
図
書
館
に
は
な
い
、
南
図
書
館
な
ら
で

は
の
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
に
ご
紹
介
し
ま
す
。 

・
利
用
者
用
パ
ソ
コ
ン 

こ
ど
も
専
用
の
調
べ
物

用
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
パ

ソ
コ
ン
が
、
６
台
あ
り

ま
す
。（
下
の
写
真
）
オ

ン
ラ
イ
ン
百
科
事
典

「
ポ
プ
ラ
デ
ィ
ア
ネ
ッ

ト
」（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）

も
使
え
ま
す
。 

みなみちゃん 

訪
日
外
国
人
の
人
数
を
国
別

に
知
り
た
い
。 

ま
た
外
国
人
観
光
客
の
動
向

に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る

資
料
が
あ
る
か
。 

ぜ
ひ
、
南
図
書
館
児
童
コ
ー
ナ
ー
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。 

 



                                    

                            
 

        

                       

館報としょかん 第２１３号  

 

ホームページ  http://www.lib-utsunomiya.jp/  

（編集発行） 

中央図書館  明保野町７番５７号 〒320－0845 ℡028－636－0231 

東図書館  中今泉３丁目５番１号 〒321－0968 ℡028－638－5614 

南図書館  雀宮町５６番地１   〒321－0121 ℡028－653－7609 

上河内図書館  中里町１８２番地１ 〒321－0414 ℡028－674－1123 

河内図書館  中岡本町３３９７番地 〒329－1105 ℡028－673－6782 

 

◆
編
集
後
記 

 

４
月
は
、
新
し
い
年
度
の
ス
タ
ー

ト
で
す
。『
館
報
と
し
ょ
か
ん
』
で
は
、

今
号
か
ら
新
コ
ー
ナ
ー
「
し
せ
つ
め

ぐ
り
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
宇
都
宮

市
内
に
あ
る
い
ろ
い
ろ
な
施
設
を
ご

紹
介
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

 
 
 

（
東
） 

 
 

 

し
せ
つ
め
ぐ
り 

第
１
回 

栃
木
県
立
文
書
館 

栃木県立文書館 

■所在地 〒320-8501 

宇都宮市塙田1-1-20 

■連絡先 028-623-3450 

■休館日 県庁閉館日（土・日

年末年始、他臨時休館あり） 

■開館時間 

午前 9時～午後 5時 

■ホームページ 

http://www.pref.tochigi.lg.j

p/m58/education/bunka/monjyo

kan/toppage2.html 

 

栃
木
県
立
文
書
館
は
、
昭
和

年
４
月
１
日

に
宇
都
宮
市
の
県
庁
東
館
内
（
現
南
館
）
に
設

置
さ
れ
、
同
年

月
１
日
に
開
館
し
ま
し
た
。 

 

■
特
徴 

 

個
人
か
ら
寄
託
・
寄
贈
さ
れ
た
古
文
書
を
、

整
理
し
、
保
存
し
て
い
ま
す
。
公
文
書
は
、「
県

政
の
あ
ゆ
み
」
な
ど
が
わ
か
る
も
の
を
含
め
、

将
来
貴
重
な
歴
史
資
料
と
な
る
県
の
公
文
書

を
収
集
保
存
し
て
い
ま
す
。 

 
 

■
利
用
す
る
に
は 

 

閲
覧
室
で
は
古
文
書
・
公
文
書
・
参
考
資
料
な

ど
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。
貸
出
は
で
き
ま
せ
ん
。

筆
記
用
具
（
鉛
筆
）
や
撮
影
機
材
は
持
ち
込
め
ま

す
。
そ
れ
以
外
は
ロ
ッ
カ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
史
料
の
撮
影
が
可
能
で
す
。
写
真
帳
か
ら
の

複
写
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
か
ら
の
打
ち
出
し
は

有
料
で
す
。 

■
文
書
館
員
か
ら
一
言 

 

昭
和
館
と
と
も
に
無
料
で
利
用
が
で
き
る
の

で
文
書
館
に
も
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

ぜ
ひ
、
古
文
書
原
本
の
も
つ
迫
力
を
感
じ
て
い

た
だ
き
、
歴
史
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
れ
ば
と
思
い

ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
学
校
支
援
事
業
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
文
書
館
で
収
蔵
し
て
い
る
資
料
を
授
業
に

役
立
て
て
も
ら
え
る
よ
う
に
教
諭
と
連
携
し
、

授
業
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
一
般
の
方
が

興
味
を
持
ち
や
す
い
よ

う
、
定
期
的
に
企
画
展

や
人
物
展
を
開
催
し
て

い
ま
す
。常
設
展
で
は
、

現
在
、
中
世
～
近
代
で

栃
木
県
に
関
わ
り
の
あ

る
人
物
や
栃
木
県
で
活

躍
し
た
人
物
な
ど
を
と

り
あ
げ
て
紹
介
し
て
い

ま
す
。 

 

常
設
展
示
の
様
子 

↑ 

年
度
は
小
学
校
、
高

等
学
校
９
校

時
間
の

利
用
が
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
文
化
祭
へ
の
パ

ネ
ル
展
示
等
の
協
力
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

研
究
者
だ
け
で
は
な

く
栃
木
県
や
地
元
の
歴

史
を
調
べ
る
方
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
も
あ
り
ま

す
。 親

子
連
れ
で
来
館
さ

れ
、
お
子
さ
ん
も
興
味

深
げ
に
資
料
を
閲
覧
し

て
い
る
姿
も
見
ら
れ
ま

す
。 

県
庁
本
館
を
正

面
に
見
て
進
む

と
、
右
側
に
重
厚

な
第
４
代
旧
栃
木

県
庁
舎
・
昭
和
館

と
と
も
に
文
書
館

が
あ
り
ま
す
。 

 

お話を伺った ↑ 

月井さん（左）西村さん（右） 

文
書
館
の
外
観 

↑ 

閲
覧
室 

↑ 
 

閉
架
書
庫
↓ 

秀吉禁制↑ 


